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開
業
）」を
運
営
し
て
お
り
、
年

間
約
1
0
0
万
人
を
集
客
す
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
今
回
の
協
定
締
結
に

よ
り
、
同
社
が
令
和
２
年
秋
か

ら
全
国
各
地
で
順
次
開
業
予
定

の「
食
」を
テ
ー
マ
と
し
た
複

合
リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
、
同
社
や

地
域
Ｊ
Ａ
と
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
、
有
名
料

理
人
と
生
産
者
の
交
流

企
画
、
地
元
農
畜
産
物

を
販
売
す
る
産
直
市

場
、
そ
の
食
材
を
活
用

し
た
飲
食
店
、
食
と
農

に
関
す
る
体
験
企
画
な

ど
を
個
別
に
検
討
・
実

施
し
、
産
地
の
活
性
化

と
地
産
地
消
の
促
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

獲
得
、
国
産
農
畜
産
物

の
需
要
拡
大
と
農
業
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
へ
の
理

解
促
進
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
に
取
り
組
み
ま

す
。

News!

㈱アクアイグニスと「地域振興に関する協定書」締結
「食」をテーマにした複合リゾート施設で産地活性化へ 経営企画部

　
全
農
は
５
月
27
日
、㈱
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
と「
地
域
振
興
に
関
す

る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
世
界
的
に
著
名
な

パ
テ
ィ
シ
エ
の
辻
口
博
啓
氏
を

は
じ
め
、
イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ

の
奥
田
政
行
氏
、
和
食
料
理
人

の
笠
原
将
弘
氏
、
著
名
ク
リ
エ

イ
タ
ー
と
共
に「
食
と
癒
や
し
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
複
合
リ
ゾ
ー

ト
施
設「
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス（
三

重
県
菰
野
町
、
平
成
24
年
10
月

来年秋開業予定の「アクアイグニス多気」（イメージ図）

じ
め
、
各
社
が
取
り
扱
う
国
産

米
を
原
料
と
し
た
米
・
米
加
工

品
の
展
示
・
試
食
配
布
や
、
米

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
で
考
案

し
た「
お
こ
め
パ
ン
」の
実
演
調

理
な
ど
、
期
間
中
、
多
く
の
来

場
者
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

国
産
米
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
米
穀
生
産
集
荷
対
策

部
と
米
穀
部
は
、
国
産
米
の
消

費
拡
大
・
生
産
者
の
営
農
安
定

の
た
め
、
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

News!

第1回お米産業展に出展
米・米加工品と米消費拡大の取り組みを紹介 米穀生産集荷対策部・米穀部

　
米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
と
米
穀
部
は
7
月
3
～
５
日
、横
浜
市
で

開
か
れ
た「
第
1
回
お
米
産
業
展
」に
出
展
し
、
来
場
者
へ
米
・
米

加
工
品
と
米
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
お
米
産
業
展
は「
お
米
の
魅

力
を
伝
え
、
お
米
の
未
来
を
担

う
お
米
に
関
す
る
専
門
展
」と
し

て
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
、
全

農
は
、全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、

全
農
食
品
㈱
、木
徳
神
糧
㈱
、㈱

ミ
ー
ル
ワ
ー
ク
ス
、
㈱
サ
タ
ケ

と
共
同
で
出
展
し
ま
し
た
。　

　
ブ
ー
ス
内
で
は
全
農
ブ
ラ
ン

ド
商
品「
お
米
の
ミ
ル
ク
」を
は

ブース内では、料理研究家を招いて「おこめパン」の
実演調理も実施

展示会初日のテープカットに全農の高尾雅之常務（前列右端）や
農水省の天羽隆政策統括官らが参加
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月
に
同
協
議
会
を
設
立
し
ま
し

た
。
今
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の

英
国
で
の
商
談
に
会
員
Ｊ
Ａ
も

同
行
す
る
な
ど
し
、
一
体
的
に

今
回
の
出
荷
に
結
び
付
け
ま
し

た
。商
品
は
、「
茨
城
県
産
こ
し

ひ
か
り
」と
し
て
、
8
月
上
旬

か
ら
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
の
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
今
回
の
輸
出

を
契
機
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
茨
城
が
一
体
と
な
っ
た
輸
出

用
米
の
取
り
組
み
を
よ
り
確
実

な
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

News!

茨城県産「コシヒカリ」 いざ英国へ！
出荷式典を開催、8月上旬からロンドンで販売 茨城県本部

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
米
輸
出
協
議
会
は
6
月
20
日
、神
奈
川
県
綾

瀬
市
の
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
神
奈
川
精
米
工
場
で
、英
国
へ
輸
出

す
る
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
出
荷
式
典
を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
輸
出
用
米
を
生
産

す
る
協
議
会
会
員
の
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
、
輸
出
と
現
地
販
売
を
手

掛
け
る
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
㈱
、
原
料
を
搗と
う
せ
い精
す

る
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、
茨

城
県
本
部
職
員
ほ
か
関
係
者
が

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
は
、
米

の
販
路
拡
大
に
向
け
て
30
年
産

米
か
ら
輸
出
用
米
の
取
り
組
み

を
始
め
、
安
定
供
給
可
能
な
産

地
化
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
10

英国へ輸出する茨城県産
「コシヒカリ」

英国で販売する商品を手にＰＲする関係者

News!

新ペットボトル無菌充填ラインが稼働!
果汁のおいしさを保った商品製造 愛媛県本部

　
愛
媛
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、同
社
東
京
工
場

（
神
奈
川
県
厚
木
市
）に
新
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
無
菌
充じ
ゅ
う
て
ん填
ラ
イ
ン
を
設
置

し
、6
月
28
日
か
ら
稼
働
し
ま
し
た
。7
月
5
日
に
は
、竣し
ゅ
ん
こ
う工
神
事
と
ラ

イ
ン
見
学
会
を
行
い
、関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
既
存
の
ラ
イ
ン
で
は
中
身
液

を
高
温
で
殺
菌
し
、
そ
の
熱
で

容
器
も
殺
菌
す
る
の
に
対
し
、

新
ラ
イ
ン
は
殺
菌
後
、
す
ぐ
に

冷
却
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
殺
菌

さ
れ
た
容
器
に
充
填
す
る
た
め
、

中
身
液
が
高
温
状
態
に
あ
る
時

間
が
短
く
な
り
、
よ
り
お
い
し

い
ジ
ュ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
ラ
イ
ン
で
製
造
さ

れ
た
製
品
は
、
年
間
6
5
0
万

ケ
ー
ス
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

　
竣
工
神
事
の
後
、
同
市
内
の

ホ
テ
ル
で
竣
工
式
典
・
記
念

パ
ー
テ
ィ
を
開
き
ま
し
た
。
山

本
卓
治
社
長
は
、「
今
年
、
果
汁

1
0
0
%
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
発

売
50
周
年
を
迎
え
る
。今
後
は
、

新
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
製
造
な
ど
、P
O
M

製
品
の
お
い
し
さ
の
追
求
と
、

地
域
社
会
、
愛
媛
か
ん
き
つ
産

業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

竣
工
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
山
本
社
長

新
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
を

見
学
す
る
関
係
者
ら
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面
持
ち
で
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
作
業
期
間
は
3
カ

月
間
で
、
3
種
類
の
化
粧
箱
を

5
0
0
0
～
6
0
0
0
個
作
成

し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
」代
表
の
板
山
俊

介
理
事
長
は「
今
回
こ
の
よ
う

な
お
話
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。作
業
を

通
し
て
、
障
が
い
者
が
働
く
自

信
を
持
て
た
り
、
施
設
が
社
会

参
加
し
て
い
る
こ
と
の
ア
ピ
ー

ル
に
も
つ
な
げ
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

News!

農福連携で障がい者福祉事業所に業務委託
入所者が果実贈答用箱折り作業に励む 山梨県本部

　

山
梨
県
本
部
は「
農
福
連
携
」活
動
の
一
環
と
し
て
、
甲
府
市
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
多
機
能
型
事
業
所「
た
ん
ぽ
ぽ
」に
、
贈
答

用
果
実
の
繁
忙
期
と
な
る
6
月
24
日
か
ら
贈
答
用
の
箱
折
り
作
業
を

業
務
委
託
し
ま
し
た
。

　
「
農
福
連
携
」は
障
が
い
の
あ

る
方
が
農
業
に
取
り
組
ん
だ
り
、

農
業
者
と
連
携
し
て
農
作
業
に

取
り
組
む
活
動
で
、
山
梨
県
本

部
は
、
山
梨
県
農
政
部
農
村
振

興
課
、
山
梨
県
農
福
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
に
協
力
い
た
だ
き「
た

ん
ぽ
ぽ
」に
業
務
委
託
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
作
業
初
日
は
、
施
設
に
組
み

立
て
前
の
段
ボ
ー
ル
を
山
梨
県

本
部
の
職
員
が
運
び
入
れ
、
3

人
の
入
所
者
が
、
施
設
職
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣
な果実の贈答用箱折り作業に励む入所者ら

「
施
設
が
社
会
参
加
し
て
い
る
こ
と
も

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
話
す「
た
ん
ぽ
ぽ
」

の
板
山
理
事
長

ド
リ
ン
）の
女
性
酪
農
家
２
人

が
講
演
。
お
の
お
の
が
異
な
る

環
境
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
精

い
っ
ぱ
い
牛
に
尽
く
し
て
い
る

こ
と
や
、酪
農
業
界
全
体
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
酪
農
を
支
え
て
い

る
こ
と
、
人
と
の
出
会
い
・
つ

な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
を
語
り

ま
し
た
。生
徒
か
ら
は「
私
も
お

２
人
の
よ
う
に
好
き
な
仕
事
に

就
き
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
け
る
女

性
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

News!

北海道帯広農高で15回目の「酪農の夢」出張授業
日本コカ･コーラ㈱の5by20プロジェクトと連携 酪農部

　
酪
農
部
は
、日
本
コ
カ
･
コ
ー
ラ
㈱
と
連
携
し
て
い
る
5
b
y

20

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、酪
農
の
次
世
代
育
成
を
目
的
と
し

た「
酪
農
の
夢
」出
張
授
業
を
6
月
20
日
、
北
海
道
帯
広
市
の
北
海

道
帯
広
農
業
高
校
で
開
き
ま
し
た
。

　

15
回
目
と
な
る
帯
広
農
高

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
な
つ

ぞ
ら
」や
、映
画
化
さ
れ
た
人
気

漫
画「
銀
の
匙さ
じ

」の
舞
台
で
、約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
販
売
や
酪
農
体

験
を
受
け
入
れ
て
い
る
士
幌
町

の
北
出
愛
さ
ん（
山
岸
牧
場
さ

く
ら
工
房
）と
酪
農
家
の
親
元
か

ら
独
立
し
て
牧
場
を
営
む
広
尾

町
の
砂
子
田
円ま
ど
か佳
さ
ん（
㈱
マ

酪農部のクイズに元気よく手を挙げる帯広農高生

酪
農
へ
の
思
い
を
語
る
北
出
さ
ん（
左
）

と
砂
子
田
さ
ん
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消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
貼
付
す
る
シ
ー
ル
は
、「
お

か
わ
り
し
た
く
な
る
　
と
ち
ぎ

の
お
米
　
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
」の

デ
ザ
イ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
米
の

形
の
も
の
を
作
成
し
、
一
目
で

県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
使
用

が
伝
わ
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
産
の

栃
木
県
産「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」（
県
北
地

区
）は
、
日
本
穀
物

検
定
協
会
に
よ
る

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

で
特
A
を
獲
得
し

ま
し
た
。
そ
の
魅

力
を
、
県
内
の
消

費
者
を
は
じ
め
、

食
品
流
通
関
係
者

に
し
っ
か
り
と
発

信
し
て
い
く
取
り

組
み
を
、
栃
木
県

本
部
は
今
後
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

News!

スーパーで「栃木県産コシヒカリ使用」シールを展開
県内消費者に「とちぎのお米」をPR 栃木県本部

　
栃
木
県
本
部
は
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー

「
オ
ー
タ
ニ
」で
、「
パ
ー
ル
ラ
イ
ス 

栃
木
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
使
用
」

シ
ー
ル
を
展
開
し
ま
し
た
。県
内
の
消
費
者
に
向
け
て
栃
木
県
産「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
タ
ニ
で
は
、
日
頃
か
ら

栃
木
県
本
部
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
部

の
栃
木
米
を
使
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
回
は
お
客
さ
ま
に
、

オ
ー
タ
ニ
で
販
売
さ
れ
る
総
菜

と
栃
木
米
を
合
わ
せ
て
食
べ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

栃
木
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
シ
ー
ル

総合優勝（グループの部）のIEG一輪
車クラブ「柘榴́Ｓ」（川崎市）

息の合った集団美で会場を魅了するグ
ループ演技

ポ
ー
ツ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、子
ど
も
た
ち
に
な
じ
み
の
深

い
一
輪
車
競
技
へ
の
協
賛
を
通

じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

心
身
の
成
長
と
夢
の
実
現
を
応

援
し
ま
す
。

News!

一輪車選手の健やかな心身の成長と夢の実現を応援
今年度から全日本一輪車競技大会に協賛 広報・調査部

　
全
農
は
2
0
1
9
年
度
か
ら
、
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
に
協

賛
し
ま
す
。
7
月
14
日
に
は
群
馬
県
高
崎
市
の
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で

「
2
0
1
9 

全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会（
日
本
一
輪
車
協
会
主
催
）」

の
演
技
部
門
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
全
国
の
32
団
体
か

ら
ペ
ア
と
グ
ル
ー
プ
の
部
に
計

3
2
8
人
が
出
場
。華
麗
な
演
技

を
披
露
し
、技
術
力
や
表
現
力
、

作
品
の
魅
力
・
完
成
度
な
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
全
農
広
報
・
調
査

部
の
落
合
成
年
部
長
が「
国
産
農

畜
産
物
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
し
っ

か
り
食
べ
て
丈
夫
な
体
を
作
り
、

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
ま
で
も
卓
球
や

カ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
サ
ッ

カ
ー
、
野
球
、
水
泳
な
ど
の
ス

総
合
優
勝
は
次
の
通
り
。

◇
グ
ル
ー
プ
の
部
＝
I
E
G

一
輪
車
ク
ラ
ブ
「
柘
榴
Ｓ
」。

◇
ペ
ア
の
部
＝
川
崎
渡
田
一
輪

車
ク
ラ
ブ
（
斉
藤
さ
ん
・
菊
池

さ
ん
）。

2
0
1
9
全
日
本
一
輪

車
競
技
大
会
の
模
様
は

こ
ち
ら
か
ら
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　全農のＪＡ支援の取り組みが今春から全国でスタートし、
多くの県域が地域実態やニーズに応じたＪＡ経済事業強化メ
ニューの実践に着手しています。　　　　　  【経営企画部】

　具体的には、生産者ニーズに対応し系統利用拡大を目
指す【①農家対応力の強化】、実需に応じた生産と系統直
販強化を実践する【②販売力の強化】、就農を支援する【③
産地づくり支援】、物流の広域化・システム化を目指す【④
物流の合理化】、農機・ＳＳ・ガス事業等の一体運営を促進
する【⑤拠点型事業の一体化・受託】という５つのテーマに
沿ったメニューを設定し、県中央会・信用系統との連携の
もと、重点ＪＡ企画管理部門と合意したＰＤＣＡサイクルの構

築により、ＪＡの経済事業拡大と運営コスト削減に取り組んで
います。
　また、全国の県連・県域ＪＡ・都府県本部とＪＡ支援課が
個別協議を進める中で、全国的な課題(就農支援・人材
確保、資産運用管理の合理化、事業運営コストの削減等)
も指摘されており、外部企業と連携した新たな仕組みや体
制を短期間に構築・整備し、全国共通の新規メニューとし
て今年度中の運用を目指しています。
　今後も、全国の実践成功事例の共有と新たなメニュー開
発に取り組み、「ＪＡ支援」の取り組みを加速することで、ＪＡ
経済事業の拡大に貢献します。

多くの県域がJA経済事業強化
メニュー実践に着手

ＪＡ支援の取り組みが全国でスタート

経済事業強化メニュー（新規メニューの検討）

JA支援にかかる“ステップ6”

全国共通課題について検討・準備中の対応策一覧

成長
戦略

効率化
戦略

課題

目指す姿

❶経済事業強化メニュー提
案

❷ＪＡ場所別・部門別収支把
握

❸メニュー実施による収支
改善効果額を提示

❹ＪＡの総務企画部門と連
携した進捗管理

❺経済事業強化メニューの
実践

❻事業の一体化・受託等に
よるJA事業の拡大

資産管理
運用の最適化

JA人材育成

就農支援

ＪＡグループ
人財確保

ＪＡ・法人が求人情報を出しても人が集まらない
農業に従事したくてもアクセス先が解らない

農業における障がい者雇用が進んでいない

産地・販売に関する知識を習得する機会が少ない

ＪＡやグループ会社で即戦力となる人材が不足している

資産の取得・管理・運用の効率化が不十分である

現状

一次産業の求人に特化した複数の外部企業と提携
⇒ 日本最大の就農マッチングサイトを短期間に創設 

特例子会社設立により、障がい者雇用を促進し、就農支援
につなげる仕組みを検討

全農グループ会社と大口ＪＡの人事交流の実施
（全農パールライス㈱ 他）

ＪＡグループOBを対象とした人材バンクの立ち上げを検討

リース会社と連携した遊休資産対策や残価設定型リース、
資産のリース化による管理業務の省力化等を提案

対応策

●JAの事業計画・
収支シミュレー
ションの把握
●3連連携による
JA経済事業の
収支状況と課
題の把握

候補JA選定

ステップ1

●ＪＡ場所別・部門
別収支状況の
把握
●経済事業強化
メニュー（既存・
新規）の設定

経済事業強化
メニューの設定

ステップ2

●経済事業強化
メニュー（既存・
新規）にかかる
改善目標の数
値化

経済事業強化
メニューの数値化

ステップ3
●改善実績の見
える化（個別メ
ニューの実績お
よび経済事業
収支）

●推進・集荷・物
流の機能分担
の変更検討
●業務システムの
効率化・一体化
検討

経済事業強化
メニューの実践

ステップ5

●経済事業強化
メニューの提案
●ＪＡ事業計画へ
の反映・進捗状
況の共有
●人的支援の検
討

経営層・総務企画
部門との課題
共有・PDCA構築

ステップ4

●推進・集荷・物
流の機能分担
の変更
●業務システムの
効率化・一体化

●県域を越えた共
同事業検討

県域・広域事業
モデルの検討
・実践

ステップ6

～R1.6末時点の到達点 ～R1年度末まで ～R3年度まで

重点JAに対する取
り組み状況を進捗確
認シートで確認・共
有（四半期毎）

62019 7.29 vol.892

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



の
受
け
入
れ
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ＪＡ山武郡市
（千葉県）

概要 平成３0 年 12 月３１日現在

正組合員数　　  　　　   1万2526人
准組合員数　　　             9703人
職員数　　　　　               391人
販売品取扱高                     90億円
購買品取扱高　　　　  36億2千万円
貯金残高                2207億7千万円
長期共済保有高        6461億9千万円
主な農畜産物   米、ネギ、ニンジン、
トマト、キュウリ、スイカ、ニラ、ナス

組
合
員
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
た

農
業
振
興
計
画
を
着
々
と
実
践

茨城県埼玉県

東京都

千葉県

築
を
図
っ
て
い
ま
す
。一
方
、「
労

働
力
確
保
」で
は
、短
期
・
長
期

の
労
働
力
を
求
め
て
い
る
組
合

員
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入

れ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
独
自
に
開
発
し
た
農
家

台
帳
シ
ス
テ
ム
は
、組
合
員
の
さ

要
望
が
あ
る
中
で
、所
得
の
向
上

に
つ
な
が
る
営
農
指
導
、労
働
力

の
確
保
と
そ
の
支
援
に
対
す
る

要
望
が
強
い
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

抽
出
し
た
組
合
員
ニ
ー
ズ
を

農
業
振
興
計
画
、さ
ら
に
は
中
期

経
営
計
画
に
落
と
し
込
み
ま
し

た
。策
定
し
た
農
業
振
興
計
画
の

項
目
か
ら「
農
家
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
営
農
指
導
」と「
労
働
力

確
保
に
向
け
た
支
援
」を
優
先
す

る
課
題
と
し
て
定
め
、重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
農
家
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
営
農
指
導
」

で
は
、独
自
に
開
発
し
た「
農
家

台
帳
シ
ス
テ
ム
」を
活
用
し
た
経

営
指
導
と「
出
向
く
体
制
」に
加

え
、「
来
て
い
た
だ
く
体
制
」の
構

　
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
は
、平
成
28
年

か
ら
農
業
振
興
計
画
2
0
1
6

を
実
践
し
て
い
ま
す
。計
画
策
定

に
当
た
り
、組
合
員
が
Ｊ
Ａ
に
要

望
し
て
い
る
事
項
は
何
な
の
か
、

そ
の
要
望
を
計
画
に
反
映
す
べ

く
ア
ン
ケ
ー
ト
、ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、組
合

員
は
Ｊ
Ａ
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
に
加
え
、組
合

員
個
々
の
将
来
設
計
や
思
い
も

蓄
積
し
て
い
ま
す
。会
議

で
決
定
し
た
方
針
に
基
づ

き
対
象
組
合
員
を
農
家
台

帳
か
ら
抽
出
し
、対
象
農

家
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
来
て
い
た
だ
く

体
制
の
構
築
」で
は
、
Ｊ

Ａ
の
総
合
事
業
性
を
発
揮

す
べ
く
、部
門
間
が
連
携

し
て
対
応
す
る「
営
農
な

ん
で
も
相
談
室
」を
設
置

し
ま
し
た
。

　
組
合
員
か
ら
最
も
要
望

の
多
か
っ
た
労
働
力
の
確

保
で
は
、短
期
の
労
働
力

を
求
め
る
組
合
員
に
向
け

「
農
業
無
料
職
業
紹
介
所
」

を
開
設
、年
間
を
通
じ
労

働
力
を
求
め
る
組
合
員
に

は「
外
国
人
技
能
実
習
生
」

組
合
員
ニ
ー
ズ
を
農
業
振
興
、

中
期
経
営
計
画
に
反
映
し
実
践

農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
で
経
営
支
援

来
て
い
た
だ
く
体
制
の
構
築
も

農家へ出向きさまざまな相談に応じるＪＡ職員

主業農家アンケート※

※平成27年
　2月に調査

労働力の確保
24%

機械化の促進
19%

栽培技術の
向上
15%

安定した
収益の確保

13%品目・作型の
選定
4%

作業省力化
4%

出荷・調整施設の充実
3%

輸出の実施 3%

経費削減 3%
その他
12%

生産高維持･拡大に向けた今後の課題

　全農のＪＡ支援の取り組みが今春から全国でスタートし、
多くの県域が地域実態やニーズに応じたＪＡ経済事業強化メ
ニューの実践に着手しています。　　　　　  【経営企画部】

　具体的には、生産者ニーズに対応し系統利用拡大を目
指す【①農家対応力の強化】、実需に応じた生産と系統直
販強化を実践する【②販売力の強化】、就農を支援する【③
産地づくり支援】、物流の広域化・システム化を目指す【④
物流の合理化】、農機・ＳＳ・ガス事業等の一体運営を促進
する【⑤拠点型事業の一体化・受託】という５つのテーマに
沿ったメニューを設定し、県中央会・信用系統との連携の
もと、重点ＪＡ企画管理部門と合意したＰＤＣＡサイクルの構

築により、ＪＡの経済事業拡大と運営コスト削減に取り組んで
います。
　また、全国の県連・県域ＪＡ・都府県本部とＪＡ支援課が
個別協議を進める中で、全国的な課題(就農支援・人材
確保、資産運用管理の合理化、事業運営コストの削減等)
も指摘されており、外部企業と連携した新たな仕組みや体
制を短期間に構築・整備し、全国共通の新規メニューとし
て今年度中の運用を目指しています。
　今後も、全国の実践成功事例の共有と新たなメニュー開
発に取り組み、「ＪＡ支援」の取り組みを加速することで、ＪＡ
経済事業の拡大に貢献します。

多くの県域がJA経済事業強化
メニュー実践に着手

ＪＡ支援の取り組みが全国でスタート

経済事業強化メニュー（新規メニューの検討）

JA支援にかかる“ステップ6”

全国共通課題について検討・準備中の対応策一覧

成長
戦略

効率化
戦略

課題

目指す姿

❶経済事業強化メニュー提
案
❷ＪＡ場所別・部門別収支把
握
❸メニュー実施による収支
改善効果額を提示
❹ＪＡの総務企画部門と連
携した進捗管理
❺経済事業強化メニューの
実践
❻事業の一体化・受託等に
よるJA事業の拡大

資産管理
運用の最適化

JA人材育成

就農支援

ＪＡグループ
人財確保

ＪＡ・法人が求人情報を出しても人が集まらない
農業に従事したくてもアクセス先が解らない

農業における障がい者雇用が進んでいない

産地・販売に関する知識を習得する機会が少ない

ＪＡやグループ会社で即戦力となる人材が不足している

資産の取得・管理・運用の効率化が不十分である

現状

一次産業の求人に特化した複数の外部企業と提携
⇒ 日本最大の就農マッチングサイトを短期間に創設 

特例子会社設立により、障がい者雇用を促進し、就農支援
につなげる仕組みを検討

全農グループ会社と大口ＪＡの人事交流の実施
（全農パールライス㈱ 他）

ＪＡグループOBを対象とした人材バンクの立ち上げを検討

リース会社と連携した遊休資産対策や残価設定型リース、
資産のリース化による管理業務の省力化等を提案

対応策

●JAの事業計画・
収支シミュレー
ションの把握
●3連連携による
JA経済事業の
収支状況と課
題の把握

候補JA選定

ステップ1

●ＪＡ場所別・部門
別収支状況の
把握

●経済事業強化
メニュー（既存・
新規）の設定

経済事業強化
メニューの設定

ステップ2

●経済事業強化
メニュー（既存・
新規）にかかる
改善目標の数
値化

経済事業強化
メニューの数値化

ステップ3
●改善実績の見
える化（個別メ
ニューの実績お
よび経済事業
収支）

●推進・集荷・物
流の機能分担
の変更検討
●業務システムの
効率化・一体化
検討

経済事業強化
メニューの実践

ステップ5

●経済事業強化
メニューの提案
●ＪＡ事業計画へ
の反映・進捗状
況の共有

●人的支援の検
討

経営層・総務企画
部門との課題
共有・PDCA構築

ステップ4

●推進・集荷・物
流の機能分担
の変更
●業務システムの
効率化・一体化

●県域を越えた共
同事業検討

県域・広域事業
モデルの検討
・実践

ステップ6

～R1.6末時点の到達点 ～R1年度末まで ～R3年度まで

重点JAに対する取
り組み状況を進捗確
認シートで確認・共
有（四半期毎）
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Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　岐阜県の「JAひだ」ショップからご紹介するのは、うまい！ 
新鮮！ が合言葉の、「飛騨トマト」です。
　飛騨トマトは、生産者378人により、約125haの面積とい
う全国屈指の産地規模で作付けされ、7月から11月の間に出
荷される夏秋トマトです。
　自慢は、高冷地ならではの昼夜の寒暖差の影響による、しっ
かりとした果肉と、甘みと酸味の絶妙なバランスです。
　お客さまからも、トマトの味が濃くおいしいと評価をいただき、
毎年人気の商品です。
　ぜひ、飛騨の夏の一級品、「飛騨トマト」をご賞味ください。
※少し青い場合は、常温で1～2日置いてからお召し上がりください。

ＪＡひだ（岐阜県）

JAタウンは
こちらから

飛騨トマト（Ａ品20玉）約4ｋｇ
……2592円（クール代別）

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

ロンドンのイベントでお披露目
　JA全農インターナショナル㈱は、小澤酒造㈱、日本酒類
販売㈱とともに、輸出専用日本酒ブランド「TOKYO Z1」を
開発し、7月からロンドンで販売を始めました。

【JA全農インターナショナル㈱】
　「ＴＯＫＹＯ Ｚ１」は、東京都青梅市の小澤酒造が製造し、
海外のお客さまにも手に取りやすいよう180ｍｌの小瓶（現地
販売価格1200～1500円程度）としました。「Z1」には、
「ZeroからOne＝全く日本酒を飲んだことがない方に、まずひ

とくち飲んでもらいたい」とい
う思いを込めています。
　ロンドンで7月1、2日に
開催されたアルコール飲料イ
ベントで、来場したレストラン
関係者やバイヤーらに
「TOKYO Z1」を披露しまし
た。ブースでのＰＲに加え、
「TOKYO Z1」を使用したカ
クテルの開発による新しい
飲み方の提案や、日本酒マ
リアージュセミナーでの紹介
などを行い、多数の来場者
の関心を集めました。今後、
欧州主要都市での販売も予定しています。
　全農グループは、｢TOKYO Z1」の販売を通じて、日本酒の
価値を訴求するとともに、日本産米の消費拡大に貢献してい
きます。

ゼットワン

輸出専用日本酒ブランド TOKYO Z1 誕生

7月に販売を開始した輸出専
用日本酒ブランド「TOKYO Z1」

ロンドンのイベントで来場者に「TOKYO Z1」をPR
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茨城県産「コシヒカリ」 ロンドンで販売
（茨城県本部）

新ペットボトル無菌充填ラインが稼働!
（愛媛県本部）

北海道帯広農高で「酪農の夢」
出張授業（酪農部）

農福連携で障がい者福祉事業所に
業務委託（山梨県本部）

スーパーで「栃木県産コシヒカリ使用」
シールを展開（栃木県本部）

全日本一輪車競技大会に協賛
（広報・調査部）

ＪＡ支援の取り組み全国でスタート
（経営企画部）

ＪＡズームイン（JA山武郡市）

輸出専用日本酒「TOKYO Z1」誕生
（JA全農インターナショナル㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　JAひだ（岐阜県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6

8

7

3

第1回お米産業展に出展し、料理研究家を招いて「おこめパン」の実演調理（2面）

㈱アクアイグニスが来年秋開業予定の施設
＝イメージ図（２面）

全日本一輪車競技大会で数多くの高度な
技を魅せるペア演技（5面）

第1回お米産業展に出展
（米穀生産集荷対策部・米穀部）

Web
限定

全農ホームページリニューアル
（広報・調査部）

卓球日本代表を食で応援！
in T2ダイヤモンドマレーシア大会
（広報・調査部）
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